Shinpojiumu "Nihongo de kaku" he no musubi ni kaete by INAGA Shigemi
シンポジウム「日本語で書く」への結びにかえて











































































































































































































































































入力万能で、なんでも吸い込むが、発信・出力はままならない black hole の
ようなこの機構。そこに必要な変更を加えるならば、こうも言い替えられよ
うか。すなわち、極めて高度に雑種的な語彙論的編成をもち、状況倫理的な
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多義的規範が縦横に張り巡らされた言語空間をもつ日本語は、それゆえか
えって、見慣れない雑種的な表現には著しく過敏で、潔癖なまでの拒絶反応
を示す純粋志向の文化を涵養してしまった。日本語の敷居の高さという印象
は、その結果に他ならない、と。
* 総合討論における発言と重複する箇所のあることをお断りする。
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